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四
日
市
港
の
霞
ヶ
浦
地
区
は
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
擁
し
、
同
港
の
港
湾
荷
役
の
中
枢
を
担
っ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ク
セ
ス
道
路
は
一
本
の
み
だ
。

増
加
傾
向
に
あ
る
通
行
量
は
周
辺
の
幹
線
道
路
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
、
市
街
地
で
は
朝
夕
の
渋
滞
が
恒
常
化
し

て
い
る
。
現
在
整
備
が
進
む
霞
四
号
幹
線
は
、
新
名
神

高
速
道
路
に
連
絡
す
る
物
流
ル
ー
ト
と
し
て
計
画
さ
れ

た
。
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
、
港
湾
機
能
の
向
上
だ
け
で

は
な
く
、
周
辺
道
路
の
環
境
負
荷
の
低
減
や
災
害
時
の

緊
急
物
資
輸
送
、
ふ
頭
内
で
働
く
労
働
者
の
安
全
確
保

も
担
う
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
そ
の
開
通
が
待

ち
望
ま
れ
て
い
る
。

　

今
回
訪
れ
た
の
は
、
全
長
約
四
・
一
㌔
㍍
の
整
備
区

間
の
中
間
付
近
を
流
れ
る
朝あ

さ

明け

川が
わ

に
か
か
る
橋
梁
の
下

部
工
の
現
場
だ
。
河
口
に
は
三
基
の
橋
脚
が
す
で
に
完

成
。
橋
と
な
る
桁
の
架
設
を
待
っ
て
い
る
状
況
だ
っ
た
。

「
こ
の
一
帯
は
三
重
県
指
定
の
希
少
な
動
植
物
が
生
息

す
る
エ
リ
ア
で
、
現
場
は
そ
の
真
ん
中
。
工
事
は
こ
こ

に
住
む
カ
ニ
を
捕
獲
し
て
引
っ
越
し
さ
せ
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
の
は
あ
お
み

建
設
㈱
の
冨と

上か
み

禎
宏
所
長
だ
。
着
工
直
後
の
昨
年
十

月
、
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
が
中
心
と
な
り
地

元
の
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
力
を
得
て
、
作
業
所
の
職
員
も

総
出
で
ハ
ク
セ
ン
シ
オ
マ
ネ
キ
を
手
作
業
で
捕
獲
、
工

事
区
域
外
の
生
息
地
に
移
し
た
。
県
か
ら
希
少
生
物
、

現
場
は
希
少
生
物
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

Site Discovery
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文：槌田波留基　写真：特記以外は西山芳一

 「
カ
ニ
の
引
っ
越
し
」か
ら

始
ま
っ
た
海
辺
の
現
場

四
日
市
港
霞
ヶ
浦
北
ふ
頭
地
区
道
路（
霞
4
号
幹
線
）橋
梁（
Ｐ
27
〜
Ｐ
29
）下
部
工
事

中
部
圏
に
お
け
る
国
際
物
流
拠
点
、四
日
市
港
。

東
南
ア
ジ
ア
、中
国
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
港
を
結
ぶ
コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
網
も
整
備
さ
れ
、

多
様
化
す
る
物
流
需
要
に
対
応
す
べ
く
港
湾
機
能
の
高
度
化
、合
理
化
を
進
め
て
い
る
。

同
港
の
霞
ヶ
浦
地
区
か
ら
内
陸
部
に
至
る「
霞
四
号
幹
線
」の
整
備
も
そ
の
一
環
だ
。

そ
の
橋
脚
構
築
の
現
場
は
、河
川
か
ら
美
し
い
砂
浜
に
連
な
る
希
少
生
物
の
棲
み
家
だ
っ
た
。

三基の橋脚が完成、橋桁の架設を待っている。橋梁の完成により市街地における渋滞緩和、物流機能の向上が期待される。とはいえ現場周辺は市民
の憩いの場となる貴重な干潟だ。施工中は迂回路の整備など海岸利用者の動線確保に重点が置かれた。

河口域に生息するハクセンシオマネキ。雄のハサミ
が左右で異なるこの愛らしいスナガニの一種は、三重
県のレッドデータブックにも記載される希少種だ（提
供：国土交通省中部地方整備局四日市港湾事務所）。
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準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
生
き
物
だ
。

河
口
部
か
ら
海
側
の
高
松
干
潟
に
か
け
て
の
一
帯
に
は
、

ハ
マ
マ
ツ
ナ
や
シ
オ
ク
グ
な
ど
植
生
も
生
育
し
て
い
る
。

「
渡
り
鳥
の
飛
来
地
で
も
あ
る
自
然
豊
か
な
海
辺
で
す
。

ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
し
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
そ

の
自
然
に
触
れ
合
お
う
と
潮
干
狩
り
や
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ

ー
を
楽
し
む
人
た
ち
が
年
間
を
通
し
て
数
多
く
訪
れ
ま

す
。
現
場
で
は
自
然
環
境
の
保
全
と
海
岸
の
利
用
を
考

慮
し
て
施
工
を
行
い
ま
し
た
」
と
冨
上
所
長
は
振
り
返

る
。
海
岸
利
用
者
の
た
め
の
安
全
通
路
の
確
保
、
干
潟

へ
の
土
砂
流
出
の
防
止
な
ど
、
そ
の
ポ
リ
シ
ー
は
全
作

業
員
に
周
知
、
徹
底
さ
れ
た
。

　

正
面
は
海
、
背
後
は
幅
の
広
い
河
道
だ
。
当
然
な
が

ら
現
場
に
は
視
界
を
遮
る
も
の
が
な
い
。「
都
市
土
木

だ
と
仮
囲
い
で
覆
わ
れ
、
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
こ
は
オ
ー
プ
ン
な
現
場
で
す
。
海
岸

利
用
者
と
工
事
車
両
と
の
事
故
防
止
を
最
優
先
に
考
え
、

工
事
を
進
め
ま
し
た
」
と
冨
上
所
長
は
話
す
。

　

橋
脚
を
構
築
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
、

ま
ず
大
型
土
の
う
と 

盛
り
土
で
仮
設
の
築
堤
を
造
成
。

次
に
鋼
管
矢
板
を
円
形
に
打
設
し
た
「
井い

筒づ
つ

」
の
な
か

を
掘
削
し
、
支
保
工
を
設
置
。
そ
の
後
、
井
筒
内
の
水

を
抜
い
て
か
ら
橋
脚
の
骨
組
み
と
な
る
鉄
筋
を
組
み
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
。
最
後
に
不
要
に
な
っ
た

鋼
管
を
切
断
、撤
去
し
て
橋
脚
が
完
成
す
る
。
一
言
で
言

っ
て
し
ま
う
と
簡
単
な
よ
う
だ
が
、
河
口
と
は
い
え
現

「
工
期
」と「
品
質
」に
妥
協
は
な
い
河
川
工
事

場
は
「
川
」
で
あ
る
。
河
川
工
事
の
宿
命
と
も
言
え
る

「
非
出
水
期
限
定
」
の
工
期
厳
守
が
課
せ
ら
れ
た
。「
工

事
は
川
の
増
水
が
少
な
い
十
一
月
〜
四
月
に
限
ら
れ
ま

す
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
翌
年
を
待
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
規
模
的
に
も
三
つ
の
橋
脚
を
半
年
間
で
構

築
す
る
こ
と
は
至
難
の
技
で
す
。
厳
密
に
工
程
を
管
理

す
る
た
め
、
先
手
先
手
を
打
っ
て
資
材
や
人
員
を
確
保

し
ま
し
た
。
ま
た
、
非
出
水
期
と
は
い
え
河
川
内
で
の

作
業
で
す
の
で
、
自
然
災
害
に
よ
る
影
響
に
備
え
、
気

象
デ
ー
タ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
大
型
土
の
う
の
備
蓄
を

徹
底
し
ま
し
た
」
と
冨
上
所
長
は
話
す
。
と
は
言
う
も

の
の
、
工
期
に
猶
予
は
な
い
。
河
川
工
事
の
緊
張
感
は

高
い
。
河
川
水
位
（
干
満
）
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
基

礎
の
土
留
め
に
は
当
初
予
定
に
な
か
っ
た
ラ
イ
ナ
ー
プ

レ
ー
ト
が
採
用
さ
れ
、
作
業
性
を
確
保
。「
鋼
管
継
手
の

処
理
や
鋼
管
矢
板
切
断
の
施
工
業
者
は
国
内
で
も
限
ら

れ
る
の
で
す
。
早
め
に
連
絡
を
と
っ
て
協
力
を
仰
ぎ
、

詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
」。

　

さ
ら
に
、
冨
上
所
長
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
に
も

こ
だ
わ
っ
た
。
通
常
だ
と
周
辺
に
あ
る
複
数
の
プ
ラ
ン

ト
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
調
達
す
る
必
要
が
あ
る
打
設

量
だ
が
、
冨
上
所
長
は
プ
ラ
ン
ト
ご
と
に
異
な
る
品
質

の
差
が
仕
上
が
り
に
影
響
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
。「
見

た
目
に
ム
ラ
が
出
る
こ
と
を
避
け
た
か
っ
た
の
で
す
。

同
質
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
一
基
全
体
を
仕
上
げ
た
か
っ

た
。
こ
れ
も
早
め
に
工
程
と
打
設
量
を
決
定
し
て
、
一

カ
所
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
に
ま
と
め
て
発
注
を
か
け

ま
し
た
。
工
期
と
品
質
を
全
う
す
る
に
は
、
と
に
か
く

発 注 者：国土交通省中部地方整備局
　　　　　四日市港湾事務所
施 工 者：あおみ建設株式会社
工　　期：平成27年9月25日〜
　　　　　平成28年8月31日
河川内での作業期間：平成27年11月1日
　　　　　　　　　　〜平成28年4月30日
工事内容： �四日市港霞ヶ浦北ふ頭地区道路

（霞4号幹線）橋脚の築造のための
朝明川河口内の仮設道路、P27
〜 P29橋脚躯体（下部工）を構築
する工事

工事概要

井筒の基礎部内側をドライ状態にして作業スペースを確保、橋脚の構築を開始した。三基の橋脚を並行して施工す
る。3つの現場が輻輳するような感覚だったという（提供：あおみ建設㈱）。

伊勢湾の最奥部に位置する高松海岸。現場はほぼ手付かずの状態を保つ約500mの海岸線に沿うように展開する。朝明川河口右岸に広がる約
28haもの干潟は希少生物たちの聖地だ。施工はこの豊かな自然環境の保全を考慮して進められた（提供：あおみ建設㈱）。

土留め、止水をより確実にするため、施工スペースを包囲
するライナープレートを設置した（提供：あおみ建設㈱）。
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海辺の現場はこんなにも開けて
いるのだと、改めて感じました。

皆さんの憩いの時間を不快なものにす
るわけにはいきません。ましてや危険
な思いをさせることなどあってはなら
ない。そうした緊張感が常にありまし
た。一方、施工に理解を示してくださ
る方々の姿を見かけて、心が安らいだ
ことも幾度となくありました。工事を
工期内に完了できたのは、ひとえに皆
さんのご理解と眼差しがあったからこ
そだと痛感しています。

白状するとマリコンに籍を置きながら、
私は内陸土木が主だったので海洋土木
に関しては未熟者です。陸上土木の現
場では例外なく立入防止柵を設け、外
界とは隔絶された閉鎖的な環境になり
ます。ところがここは海岸に連なる市
民の親水空間。よい意味で人目にさら
されることになります。施工によって

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

あおみ建設株式会社
平成27年度四日市港霞ヶ浦北ふ頭
地区道路（霞4号幹線）橋梁
（P27～P29）下部工事 所長

冨上 禎宏
Yoshihiro Tokami

橋脚の構築に採用されたのはマスコンクリート。構造的な強度を確保できる一方、ひび割れが発生しやすい扱いの難しさもあるが
技術提案によりこれを克服。コンクリートの打設、品質管理には細心の注意が払われた。

右／下部工事は終わったが、竣工直前に追加の海岸土工が発注され、冨上所長は引き続き
その指揮を執っている。最後まで滞りなく工事を完了すると気を引き締めていた（提供：あ
おみ建設㈱）。
左／休日には多くの市民が訪れる高松海岸。冨上所長は市民のマナーの良さに感心したと
いう。「皆さんが帰られた後もゴミ一つ落ちていない。それだけこの干潟に愛着があるの
でしょうね」（提供：あおみ建設㈱）。

早
め
に
準
備
を
す
る
こ
と
。
そ
の
連
続
で
す
」。
工
事
は

順
調
に
進
捗
し
、
こ
の
四
月
に
竣
工
。
ギ
リ
ギ
リ
だ
っ

た
と
笑
い
な
が
ら
も
冨
上
所
長
は
満
足
げ
な
表
情
を
見

せ
た
。

　

三
基
の
橋
脚
は
川
の
流
れ
を
挟
ん
で
左
岸
側
に
二
基
、

右
岸
側
に
一
基
構
築
し
た
。
そ
の
間
は
わ
ず
か
一
〇
〇

㍍
ほ
ど
だ
が
、
河
流
に
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
質

的
に
二
つ
の
工
区
が
並
存
す
る
状
況
に
な
っ
た
。「
ほ

ん
の
す
ぐ
そ
こ
に
対
岸
の
現
場
が
見
え
る
の
で
す
よ
。

で
も
不
用
意
に
川
を
渡
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
グ
ル

っ
と
迂
回
し
て
行
き
来
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
グ
ル

ー
プ
を
二
つ
構
成
し
て
同
時
に
稼
働
さ
せ
ま
し
た
」。

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
関
わ
る
協
力
会
社
、
工
程
も

異
な
る
。
両
岸
の
現
場
に
主
任
を
一
人
ず
つ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
配
置
し
、
冨
上
所
長
が
全
体
を
統
率
す
る
体
制

を
と
っ
た
。
最
初
に
工
程
を
確
認
し
た
後
は
、
基
本
的

に
は
若
手
に
委
ね
る
よ
う
心
掛
け
た
と
冨
上
所
長
は
話

す
。「
書
類
の
削
減
は
進
ん
で
い
ま
す
が
事
務
所
内
で

の
作
業
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
若
い
う
ち
に
な

る
べ
く
現
場
に
触
れ
る
時
間
を
多
く
持
っ
て
欲
し
い
の

で
す
。
自
分
で
つ
く
っ
た
も
の
が
、
先
々
人
の
役
に
立

つ
と
い
う
実
感
は
現
場
を
経
験
し
て
初
め
て
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
。
見
て
い
て
不
安
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

見
守
り
続
け
、
ど
こ
ま
で
我
慢
で
き
る
か
、
で
す
ね
」。

自
身
の
入
社
初
仕
事
は
東
北
新
幹
線
の
下
部
工
だ
っ
た
。

朝
か
ら
晩
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
で
バ
イ
ブ
レ
ー

タ
を
か
け
続
け
た
。
い
ま
で
も
新
幹
線
に
乗
車
す
る
た

び
、
そ
の
頃
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
い
う
。
若
手
に
自

由
に
仕
事
を
さ
せ
る
。
そ
れ
は
所
長
の
彼
ら
に
対
す
る

揺
る
ぎ
な
い
信
頼
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
し

た
方
針
は
、
現
場
を
監
督
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ず

っ
と
変
わ
ら
な
い
。「
か
つ
て
私
と
現
場
を
共
に
し
た

当
時
の
若
手
は
、
会
社
で
は
み
ん
な
私
よ
り
偉
く
な
っ

て
い
る
。
結
果
オ
ー
ラ
イ
で
す
よ
ね
」
と
快
活
な
笑
み

を
見
せ
た
。

　

現
在
、
現
場
一
帯
は
施
工
ヤ
ー
ド
の
撤
収
、
片
付
け

を
終
え
、
着
工
前
の
自
然
環
境
と
穏
や
か
さ
を
取
り
戻

し
て
い
る
。
取
材
中
に
も
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
散
歩
を

楽
し
む
人
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。
よ
く
見
る
と
砂
地
に

は
カ
ニ
の
住
処
で
あ
る
穴
が
無
数
に
開
い
て
い
る
。
そ

こ
か
し
こ
で
シ
オ
マ
ネ
キ
、
海
鳥
が
遊
ん
で
い
た
。
そ

の
傍
ら
で
初
夏
の
陽
射
し
を
浴
び
な
が
ら
三
基
の
橋
脚

が
橋
桁
の
架
設
を
待
っ
て
い
る
。
四
日
市
港
の
港
湾
機

能
が
一
歩
前
に
進
む
日
も
近
い
。

若
手
に
現
場
を
委
ね
る

霞4号幹線は朝明川河口部を渡河する。左岸には火力発電所があり、電力会社への進捗状
況、工事車両の通行予定などの報告、調整も重要な業務となった。


